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カツオが およぐ。 カツオが およぐ。カツオが およぐ。 カツオが およぐ。



3

そのなかにいる きいろいしるしが

            ついているのが ボニートだ。

   ボニートは、このカッコいい

         きいろい しるしが おきにいりだった。

そのなかにいる きいろいしるしが

            ついているのが ボニートだ。

   ボニートは、このカッコいい

         きいろい しるしが おきにいりだった。



4

きいろいしるしは、わかくて つよくて

    いきのいいカツオにしか つけられないのよ、と

  カツオドリのガネットが いっていたのだ。

きいろいしるしは、わかくて つよくて

    いきのいいカツオにしか つけられないのよ、と

  カツオドリのガネットが いっていたのだ。



5

でも、

    なんのために ついているのか？

  ほかに しるしが ついているカツオは いないのか？

でも、

    なんのために ついているのか？

  ほかに しるしが ついているカツオは いないのか？

ボニートは しりたくなって、

       たびにでることにした。

ボニートは しりたくなって、

       たびにでることにした。



とちゅう、ゆらゆら カーテンみたいな イカに あった。

  「ねえ、みて！ ぼくの このしるし、かっこいいでしょ？」

「うん、かっこいいね！」

とちゅう、ゆらゆら カーテンみたいな イカに あった。

  「ねえ、みて！ ぼくの このしるし、かっこいいでしょ？」

「うん、かっこいいね！」

6

「これ、なんで ついているか しらない？」

           「それは しらないなあ。 でも きみたちカツオが　

                ぼくたちイカを たべることは しってるよ。」

「これ、なんで ついているか しらない？」

           「それは しらないなあ。 でも きみたちカツオが　

                ぼくたちイカを たべることは しってるよ。」



7

とちゅう、うちゅうせん みたいな マンタに あった。

  「ねえ、みて！ ぼくの このしるし、かっこいいでしょ？」

「うん、かっこいいね！」

とちゅう、うちゅうせん みたいな マンタに あった。

  「ねえ、みて！ ぼくの このしるし、かっこいいでしょ？」

「うん、かっこいいね！」

「これ、なんで ついているか しらない？」

           「それは しらないなあ。 でも きみたちカツオが　

               むれをなして およぐことは しってるよ。」

「これ、なんで ついているか しらない？」

           「それは しらないなあ。 でも きみたちカツオが　

               むれをなして およぐことは しってるよ。」



8

とちゅう、おおきな ふとん みたいな ジンベイザメに あった。

  「ねえ、みて！ ぼくの このしるし、かっこいいでしょ？」

「うん、かっこいいね！」

とちゅう、おおきな ふとん みたいな ジンベイザメに あった。

  「ねえ、みて！ ぼくの このしるし、かっこいいでしょ？」

「うん、かっこいいね！」

「これ、なんで ついているか しらない？」

    「それは しらないなあ。 でも きみたちカツオが　

        よく わたしたちのまわりで およいでいることは しってるよ。」

「これ、なんで ついているか しらない？」

    「それは しらないなあ。 でも きみたちカツオが　

        よく わたしたちのまわりで およいでいることは しってるよ。」



9

「なあんだ、いがいに みんな、

   このしるしのこと、しらないんだなあ。 かっこいいのに。」

そうつぶやきながら、ボニートが およいでいると、

   キラキラひかる むこうの うみに カツオのむれがみえた。

「なあんだ、いがいに みんな、

   このしるしのこと、しらないんだなあ。 かっこいいのに。」

そうつぶやきながら、ボニートが およいでいると、

   キラキラひかる むこうの うみに カツオのむれがみえた。

そのせんとうを およぐのは、

      きいろいしるしのついた カツオじゃないか！

そのせんとうを およぐのは、

      きいろいしるしのついた カツオじゃないか！
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ボニートは ぜんそくりょくで ちかづいた。ボニートは ぜんそくりょくで ちかづいた。
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きいろいしるしを つけたカツオは

    ボニートと おなじくらい イキがよくて

  そして なによりも おおきかった。

きいろいしるしを つけたカツオは

    ボニートと おなじくらい イキがよくて

  そして なによりも おおきかった。



12

「ぼくは ボニートです。

       ぼくと アナタの このしるし、

    なんでついているか しってますか？」

「ぼくは ボニートです。

       ぼくと アナタの このしるし、

    なんでついているか しってますか？」

    おおきなカツオは わらっていった。

「オレは ジャック。

      きみは なにも しらんのか？

 それじゃあ、オレが おしえてあげよう。」

    おおきなカツオは わらっていった。

「オレは ジャック。

      きみは なにも しらんのか？

 それじゃあ、オレが おしえてあげよう。」



13

オレたち カツオは にんきの サカナ。

     なぜって、にんげんたちの ごはんには　

  オレたちから つくられた

    「だし」が かかせないんだ。

オレたち カツオは にんきの サカナ。

     なぜって、にんげんたちの ごはんには　

  オレたちから つくられた

    「だし」が かかせないんだ。



14

だけども なぜだか にんげんは　

     オレたちのことを よくわかっていないらしい。

  「ナゾのおおい サカナ」なんて いっている。

だけども なぜだか にんげんは　

     オレたちのことを よくわかっていないらしい。

  「ナゾのおおい サカナ」なんて いっている。

だから くらしに ひつような「だし」を

     つくりつづけるために、

  いろいろ しらべたいと おもってるのさ。

だから くらしに ひつような「だし」を

     つくりつづけるために、

  いろいろ しらべたいと おもってるのさ。



15

この きいろい しるしはな、

    にんげんに オレたちカツオのことを いろいろ しらせる

  やくにたつ だいひょうの しるしって わけなのさ。

この きいろい しるしはな、

    にんげんに オレたちカツオのことを いろいろ しらせる

  やくにたつ だいひょうの しるしって わけなのさ。



16

ボニートは おどろいた。

      この きいろいしるしに そんな いみがあったなんて！

ボニートは おどろいた。

      この きいろいしるしに そんな いみがあったなんて！



17

ボニートは なんだか とっても うれしくなって、

  　「ありがとう！ おしえてくれて、ありがとう！」　

　そうさけぶと うみのなかを ぎゅんぎゅん、およいだ。

ボニートは なんだか とっても うれしくなって、

  　「ありがとう！ おしえてくれて、ありがとう！」　

　そうさけぶと うみのなかを ぎゅんぎゅん、およいだ。



18

それをみた ものしりの ジャックも いっしょになって

    ぎゅんぎゅん、およいで、ばちばち、はねた。

それをみた ものしりの ジャックも いっしょになって

    ぎゅんぎゅん、およいで、ばちばち、はねた。
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